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る。実施頻度は、月 2 回９０分、場所は事業所の作業室 1 室を使用し、スタッフは筆  
者（OTR）のほかに事業所のスタッフが 2 名ほどサポートとして加わった。本プログラ  
ムの評価指標として筆者の作成したプログラムの満足度に関するアンケートを最終回  




















      
